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今
回
は
、
山
口
県
出
身
の
民
俗
学
者
宮
本

常
一
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

宮
本
常
一
は
明
治
40（
１
９
０
７
）年
、
周

防
大
島
町
に
生
ま
れ
た
民
俗
学
者
で
す
。
日

本
各
地
で
精
力
的
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
「
旅
す
る
巨
人
」
と

も
い
わ
れ
ま
し
た
。
調
査
や
移
動
時
に
撮
影

し
た
写
真
は
約
10
万
枚
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

宮
本
は
岩
国
に
も
度
々
訪
れ
て
い
る
の
で
、

日
記
や
写
真
資
料（
※
）を
も
と
に
い
く
つ
か

紹
介
し
ま
す
。
昭
和
36（
１
９
６
１
）年
10
月

16
日
の
日
記
に
は
「
は
れ
。
錦
帯
橋
を
見
に

ゆ
き
、城じ

ょ
う
し址

や
永よ

う

こ

う

じ

興
寺
な
ど
を
見
て
あ
る
く
」

と
記
さ
れ
、
錦
帯
橋
や
横
山
地
区
の
写
真
が

多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
41
年
８
月
20
日

に
は
、
岩
国
駅
か
ら
国
鉄
バ
ス（
岩
益
線
）に

乗
っ
て
島
根
県
日
原
へ
行
き
ま
し
た
。
日
記

に
詳
し
い
記
述
が
な
い
も
の
の
、
写
真
に
は

錦
川
の
川
舟
や
吊
橋
な
ど
、
美
川
町
で
見
ら

れ
た
生
活
風
景
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和

46
年
４
月
に
は
、
一
泊
二
日
で
行
波
の
神
舞

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
４
月
４
日
の
日
記

に
「
朝
、
行
波
へ
ゆ
き
、
資
料
の
写
真
を
と

り
、
そ
れ
よ
り
カ
グ
ラ
を
見
る
。
見
物
客
多

し
。
は
れ
て
よ
き
日
。
夜
９
時
ま
で
か
か
る
。

夜
風
寒
し
。」
と
あ
り
ま
す
。
同
年
８
月
に

は
美
和
町
の
民
俗
調
査
で
約
一
週
間
滞
在
し

ま
し
た
。
生
見
川
ダ
ム
工
事
に
伴
い
、
水
没

す
る
地
域
の
民
俗
を
調
査
す
る
た
め
で
す
。

８
月
28
日
の
日
記
に
「
朝
、
西
畑
の
古
い
墓

地
を
し
ら
べ
、
黒
瀬
に
い
っ
て
民
具
調
査
み

な
親
切
に
し
て
く
れ
る
。
し
た
が
っ
て
能
率

も
多
い
に
あ
が
る
」
と
あ
り
、
民
俗
調
査
に

対
す
る
地
元
の
協
力
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え

ま
す
。
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、

こ
の
時
の
調
査
ノ
ー
ト
が
今
も
大
切
に
保
管

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
宮
本
は
移
動
や
調
査
で
岩

国
を
度
々
訪
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
宮
本
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
、

岩
国
の
過
去
の
様
子
を
あ
り
の
ま
ま
教
え
て

く
れ
る
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

岩
いわくにちょうこかん

国徴古館

民
俗
学
者 
宮
本
常つ

ね

い

ち一
と
岩
国

※（　）内は平成28年累計

広報テレホン

目の不自由な人へ

６月分事故件数　36件 (236件)　死者数 １ 人(6人)　傷者数　42人 (286人)　

人口　138,894人 男性　65,794人　　女性　73,100人【前月比 － 155人】

世帯　66,377世帯 ※外国人人口を含む（平成28年７月１日現在）【前月比 － 51世帯】

※
引
用
『
宮
本
常
一 

写
真
・
日
記
集
成 

上
・
下
巻
』

９
月
11
日
㈰
ま
で
、
岩
国
徴
古
館
で
企
画
展
『
宮

本
常
一
が
見
た
錦
川
流
域
』
を
開
催
中
で
す
。

▶
美
川
町
の
川
舟
（
昭
和
41

　

年
８
月
20
日
撮
影
）

▶
錦
帯
橋
（
昭
和
36
年
10
月

　

16
日
撮
影
）

宮
本
常
一
が
撮
影
し
た
写
真

（
周
防
大
島
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
所
蔵
）
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